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1 担当課（館）

① スポーツ振興課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

2 担当課（館）

① スポーツ振興課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

スポーツ少年団や地域スポーツ指導者の発掘・育成に努める

スポーツ少年団指導者や地域スポーツ振興に資する人財の発掘・育成

活動内容

 　スポーツ少年団の社会体育化によって、指導者の確保が課題である。毎年スポーツ少年団
の指導者研修には多くの保護者が参加され、資格を有し、活動を支えているものの、専門的
な指導者の確保は困難な現状である。各競技団体やスポーツ少年団指導者協議会と連携を
図り、長期的な指導者の発掘・育成に努める。また、地域のスポーツの振興には、スポーツ推
進委員がその役割を大きく担っており、より専門的な指導者が求められている。スポーツ推進
委員への研修機会提供による資質向上や地区公民館との連携により広く人財を求め、スポー
ツ指導者の育成・発掘に努める。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　今年度もスポーツ少年団活動の現地視察を市スポ少本部と実施し、現状把握と指導者要望
に対応してきた。また、市内各スポーツ少年団の活動実態・傾向等を把握し、今後の望ましい
スポーツ少年団活動の基礎資料とするため、市スポ少本部とスポーツ少年団指導者協議会が
アンケートを実施した。地域スポーツ振興へ大きな役割を担うスポーツ推進委員においては、
各地区スポーツ事業へ中心的に参画し振興を図っている。

課題等

　社会体育化６年目を迎えるスポーツ少年団活動であるが、学校団におい
ては保護者父兄の指導者が中心であり、どうしても短期間になりがちであ
る。スポーツ少年団指導者協議会を通じて、引き続き長期的に指導できる
者の育成、定着を図っていく必要がある。

学識経験者
等の意見

　スポーツ少年団指導者の発掘・育成については、他地域の現状把握・比較することが重要。
意欲的に取り組む保護者を、指導者として育成・バックアップすることが、指導の継続に繋がる
と思う。学校団の長所を生かした、大館モデルを模索してほしい。

重点施策点検・評価表
基本目標

市民スポーツの振興とスポーツ交流の拡充

重点施策

スポーツ関係団体との連携・支援を強化し、生涯スポーツを推進する

スポーツ関係団体との連携・支援

活動内容

　体育施設の指定管理者である体育協会や競技団体と連携を図り、市民のニーズに応えるき
め細かいスポーツ事業を展開する。
　今年で6回目を迎えるチャレンジデーは全市民的に生涯スポーツを推進する大きな機会であ
ることから、さらなる広報・啓発活動を実施し、スポーツの習慣化へのきっかけ作りと位置づけ、
推進する。また、 各種大会等の開催・運営にあたり、主管競技団体の高齢化や会員不足によ
り、従来の取り組みが困難になってきている現状である。各競技団体との意見要望を踏まえ、
人的支援も含め、市スポーツ振興の基盤である競技団体との連携を図っていく。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　市の競技団体を統括し、また体育施設の指定管理者である体育協会と連携を図り、助言、指
導に努めることにより、体育協会の自主事業の開催、チャレンジデーへの参画など、地域単
位、町内単位での生涯スポーツの推進が図られた。
　また、陸協が主管する山田記念ロードレース大会や比内駅伝、スキークラブが主管する市民
スキー大会などにおいて、市又は実行委員会で運営ボランティアの募集・活用することで、人
的支援が図られた。

課題等

　市内の総合型スポーツクラブ（BTO、ひない、たしろ）の活動については、
BTO（ブレージングトルシーダ）はすでに自立し、活動も順調である。後発
のスポーツクラブひない及びたしろスポーツクラブについては、３１年度から
比内・田代地域の体育施設の指定管理者に選定され、両スポーツクラブと
も各種自主事業を計画している。自主事業実施による会員の確保など、自
立に向けて、市として指導、助言に努めたい。

学識経験者
等の意見

　担当課からの各種団体への働き掛けにより、大会運営等の人的支援が図られてことを評価
する。山田記念ロードレース大会が、66回も継続実施できていることは、陸協はじめ関係団体
と適切に連携が図られていると考える。地域単位、町内単位での生涯スポーツの推進も評価
する。
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